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白 石 裕 二 氏   

  愛 媛 県 立 愛 媛 中 央 産 業 技 術 専 門 校  

（ 旧 ・ 愛 媛 県 今 治 高 等 技 術 専 門 校 ） 講 師  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

し ら い し ・ ゆ う じ  ☆  1 9 5 4 年 7 月 、今 治 市 常 盤 町 生 ま れ 。二 人 兄 弟 の 次

男 と し て 誕 生 。 父 親 の 仕 事 の 関 係 で 今 治 市 立 常 盤 小 学 校 4 年 生 の と き に 滋

賀 県 瀬 田 町 に 引 っ 越 し を し た が 半 年 後 に 帰 今 し 、同 校 を 卒 業 。そ の 後 、今 治

市 立 日 吉 中 学 校 、 愛 媛 県 立 今 治 西 高 等 学 校 を 経 て 、 1 9 7 2 年 4 月 に 神 戸 大

学 工 学 部 に 入 学 。 神 戸 で 5 年 間 を 過 ご し た の ち 帰 今 し 、 越 智 タ オ ル 工 場 を

継 承 。タ オ ル 工 場 の 経 営 者 兼 タ オ ル 製 織 の 技 術 者 と し て ゼ ロ か ら の ス タ ー ト

を 切 る 。 1 9 8 9 年 、 タ オ ル 製 造 に 従 事 す る 傍 ら 、 愛 媛 県 立 愛 媛 中 央 産 業 技 術

専 門 校（ 当 時 は 愛 媛 県 立 今 治 高 等 職 業 訓 練 校 ）の 講 師 に 着 任 し 、現 在 に 至 る 。  

 タ オ ル づ く り は 、人 づ く り で も あ る 。産 地 に 技 術 は あ る が 、そ

れ を 受 け 継 ぐ 人 が い な い 。現 在 、産 地 が 抱 え る 深 刻 な 問 題 の ひ と

つ で あ る 。今 回 の「 タ オ ル び と 」は 、そ う し た 問 題 を 解 決 す る た

め に 奮 闘 す る 、愛 媛 県 立 愛 媛 中 央 産 業 技 術 専 門 校 の 講 師・白 石 裕

二 氏 で あ る 。誰 も が 、今 治 タ オ ル の 将 来 を 考 え る と き も っ と も 大

切 な こ と と し て 人 材 育 成 を 挙 げ る が 、白 石 氏 は 、1 9 8 9 年 か ら 同  

白 石 裕 二 氏  

 

校 の 講 師 に 就 き 、 タ オ ル づ く り の 基

礎 か ら 応 用 ま で 幅 広 い 技 術 を 指 導 ・

伝 授 し て い る 。  

 モ ッ ト ー は 、「一 緒 に 考 え 、作 っ て

い く 」 こ と で あ り 、 生 徒 た ち と 同 じ

目 線 に 立 っ て 指 導 す る 。 そ の た め 、

長 年 現 場 で 教 え て い て も 新 し い 発 見

が あ る と 言 う 。 将 来 の タ オ ル マ イ ス

タ ー の 誕 生 を 心 待 ち に 、 白 石 氏 は 今

日 も 人 材 育 成 に 粉 骨 砕 身 す る 。  
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1．  幼 ・ 少 年 時 代  

 

勉 強 もスポーツも一 所 懸 命 の少 年 時 代  

 

 白 石 裕 二 氏 は 、 1 9 5 4 年 7 月 2 2 日 、 今 治 市 常 盤 町 に て 父 ・ 初 夫

氏 と 母 ・ 久 子 氏 の 間 に 二 人 兄 弟 の 次 男 と し て 誕 生 し た 。 父 親 の 初 夫

氏 は 、 広 島 県 師 範 学 校 （ 現 在 の 広 島 大 学 ） を 卒 業 後 、 大 工 を し て い

た 祖 父 （ 初 夫 氏 の 父 親 ） の 急 死 に よ っ て 長 男 ゆ え に す ぐ さ ま 帰 今 を

余 儀 な く さ れ 、 今 治 に 本 社 を 構 え て 広 幅 綿 布 を 製 造 す る 丸 今 綿 布

（ 株 ）   に 入 社 し た 。 同 社 で は 、 原 料 と な る 綿 糸 の 買 い 入 れ や 原

価 計 算 な ど の デ ス ク ワ ー ク を お も に 担 当 し て い た 。  

白 石 氏 は 、 私 立 精 華 幼 稚 園 に 通 っ て い た 頃 ま で 犬 が 怖 く て ひ と り

で 幼 稚 園 に 行 け な い ほ ど 臆 病 な 子 供 だ っ た 。 今 治 市 立 常 盤 小 学 校 に

入 学 し て か ら は 、 臆 病 さ は 影 を 潜 め 、 水 を 得 た 魚 の よ う に 勉 強 と ス

ポ ー ツ に 一 所 懸 命 に 打 ち 込 む 快 活 な 少 年 へ と 成 長 し た 。 駆 け っ こ が

得 意 で 学 校 代 表 で リ レ ー の 選 手 に 選 ば れ る ほ ど ス ポ ー ツ 万 能 で 、 し

か も 勉 強 も で き た た め 、 4 年 生 の 進 級 時 に 半 年 間 の 空 白 期 間 が あ っ

た も の の 、 6 年 間 級 長 （ 学 級 委 員 長 ） を 連 続 し て 務 め る な ど ク ラ ス

の 人 気 者 で あ っ た 。  

 

        

小 学 校 6 年 生 の リ レ ー 大 会 に て （ 前 列 左 が 白 石 氏 ）  

 

LOOKS
ノート注釈
今治に本社を置く綿織物製造メーカー。1907年に今治で初めて国産力織機を導入し、1912年には320台を増設し従来の出機制を廃止（「二　今治綿ネル・タオル」愛媛県生涯学習センター「データベース　えひめの記憶」）。地元に複数の工場を持ち、また1917年には宇和島工場を建設して支店を設けるなど、ある時期まで成長を遂げた今治を代表する広幅綿布のメーカーであった。
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こ の 空 白 期 間 は 、 父 親 の 勤 め て い た 丸 今 綿 布 が 広 幅 綿 布 の 需 要 減

少 か ら 経 営 規 模 の 縮 小 を 決 め た た め 、 こ れ を き っ か け に 父 親 が 滋 賀

県 栗 太 郡 瀬 田 町 （ 現 在 は 大 津 市 瀬 田 ） に あ っ た 母 の 姉 の 夫 が 経 営 す

る 鉄 工 所 に 転 職 し 、一 家 で 瀬 田 町 に 引 っ 越 し た か ら で あ る 。し か し 、

半 年 後 に は 一 家 は ふ た た び 帰 今 し 、 父 親 は タ オ ル 製 造 ・ 販 売 を お こ

な う 中 忠 （ 株 ） に 入 社 し 、 初 め て タ オ ル の 世 界 に 身 を 置 く こ と に な

っ た 。数 字 に 強 か っ た 父 親 は 、中 忠 で は 整 経 に 係 わ る 業 務 に 従 事 し 、

タ オ ル の 原 料 と な る 綿 糸 の 相 場 を 予 測 し た り 、 設 計 さ れ た タ オ ル 生

地 に 必 要 な 綿 糸 の 長 さ を 計 算 し た り 、 日 々 忙 し く 働 い た 。 そ し て 、

最 終 的 に は 工 場 長 に 就 任 し 、 定 年 ま で 勤 め 上 げ た 。  

父 親 が 定 年 を 迎 え た ち ょ う ど そ の 頃 、 当 時 の 愛 媛 県 立 今 治 高 等 職

業 訓 練 校 （ 現 在 の 愛 媛 県 立 愛 媛 中 央 産 業 技 術 専 門 校 ） が 整 経 を 含 め

た 準 備 工 程 に 関 す る 実 技 を 指 導 で き る 人 材 を 探 し て お り 、 父 親 に 白

羽 の 矢 が 立 っ た 。 そ し て 、 1 9 7 9 年 に 中 忠 を 定 年 後 、 父 親 は こ れ ま

で の キ ャ リ ア を 生 か し て 同 校 の 整 経 科 の 初 代 講 師 と し て 、お よ そ 1 0

年 間 生 徒 の 指 導 に あ た っ た 。 父 親 の 後 を 継 い で 、 白 石 氏 も の ち に 同

校 の 講 師 と な り 、 タ オ ル 製 造 に 携 わ る 技 術 者 の 育 成 に 尽 力 す る こ と

に な る 。  

白 石 氏 は 、瀬 田 町 で 暮 ら し た 日 々 に つ い て あ ま り 覚 え て い な い が 、

瀬 田 の 唐 橋   の 近 く で 遊 ん だ の は お ぼ ろ げ に 記 憶 に 残 っ て い る 。

白 石 氏 本 人 は 、 父 親 の 仕 事 の 事 情 が ど う で あ れ 今 治 に 戻 れ る だ け で

嬉 し か っ た 。帰 今 後 は 半 年 の 空 白 期 間 を も の と も せ ず 4 年 生 の 後 期

か ら 常 盤 小 学 校 に 戻 り 、勉 強 に ス ポ ー ツ に 変 わ り な い 活 躍 を 見 せ た 。

転 校 す る 前 と 担 任 の 先 生 も 同 じ で 、 半 年 ぶ り に 復 学 し た 白 石 氏 を 快

く 受 け 入 れ て く れ た 。  

 

 

 

 

LOOKS
ノート注釈
近江八景「瀬田の夕照」（歌川広重）で有名な橋であり、日本三名橋のひとつ。『日本書紀』にも登場する。織田信長の命令により現在の「大橋」と「小橋」に整備された。
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常 盤 小 学 校 を 卒 業 し た 白 石 氏 は 、 今 治 市 立 日 吉 中 学 校 に 進 学 し 、

生 徒 会 に あ た る 中 央 委 員 会 で 3 年 間 委 員 を 務 め 、同 時 に バ レ ー ボ ー

ル 部 に 所 属 し た 。 生 徒 会 活 動 や 部 活 動 を と お し て 終 生 の 友 も 得 た 。

中 学 時 代 は そ こ そ こ に 勉 強 し 、 そ こ そ こ に 運 動 し 、 そ こ そ こ に 遊 ん

だ が 、 突 出 し て い た の は 数 学 の 成 績 だ っ た 。  

       

小 学 校 ４ 年 生 の 頃 に 撮 っ た 家 族 写 真（ 左 が 白 石 氏 ）   中 学 校 3 年 の 運 動 会 に て（ 左 が 白 石 氏 ）  

 

中 学 校 を 卒 業 後 は 、 県 内 で も 屈 指 の 進 学 校 で あ る 愛 媛 県 立 今 治 西

高 等 学 校 に 1 9 6 9 年 4 月 に 入 学 し た 。入 学 し て 半 年 間 、卓 球 部 に 所

日 本 三 名 橋 の ひ と つ に 数 え ら れ て い る 瀬 田 の 唐 橋  

（ 出 典 ： び わ 湖 大 津 観 光 協 会 ホ ー ム ペ ー ジ「 び わ 湖

大 津 ト ラ ベ ル ガ イ ド 」 フ ォ ト ラ イ ブ ラ リ ー ）  
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属 し た が 、 一 緒 に 進 学 し た 中 学 校 か ら の 仲 の 良 い 友 だ ち と 遊 び に 夢

中 に な り 、 部 活 動 や 勉 強 よ り も 遊 び 中 心 の 高 校 時 代 を 過 ご し た 。 今

振 り 返 る と 、「も っ と 勉 強 す べ き だ っ た 」と い さ さ か 後 悔 す る こ と が

あ る の は 、 長 年 講 師 を 務 め て い る 白 石 氏 は 学 生 た ち に 「 も っ と 勉 強

せ い 」 と い つ も 言 っ て い る か ら で あ る 。 反 面 教 師 的 な 含 み が あ る 。  

勉 強 そ っ ち の け で 遊 び 呆 け て い た 白 石 氏 だ っ た が 、 い っ た ん 目 標

が 定 ま る と 「 こ こ ぞ 」 と ば か り に 発 揮 さ れ る 集 中 力 は ず ば 抜 け て い

た 。 高 校 3 年 生 の 半 年 間 で 猛 勉 強 し 、 国 立 大 学 へ の 進 学 を 決 め た の

で あ る 。  

 

 

2．  大 学 進 学 と 同 時 に 神 戸 へ  

 

学 生 運 動 の最 中 、異 様 な大 学 生 生 活 がスタート  

  

 理 数 系 科 目 が 得 意 だ っ た 白 石 氏 は 1 9 7 2 年 4 月 に 神 戸 大 学 工 学

部 に 入 学 し た 。 神 戸 大 学 は 「 国 立 学 校 設 置 法 」 公 布 に よ り 1 9 4 9 年

に 神 戸 経 済 大 学 、 姫 路 高 等 学 校 、 兵 庫 師 範 学 校 な ど を 包 摂 し て 設 置

さ れ た 関 西 の 名 門 国 立 大 学 で あ る 。 同 大 学 は 、 1 9 0 2 年 設 立 の 神 戸

高 等 商 業 学 校 を 前 身 に 持 つ た め 経 済 学・経 営 学 分 野 に 強 い と 言 わ れ 、

神 戸 高 等 商 業 学 校 時 代 の 卒 業 生 に は 、 た と え ば （ 株 ） 豊 田 自 動 織 機

製 作 所 初 代 社 長 の 豊 田 利 三 郎 や 鈴 木 商 店   破 綻 後 に 日 商 （ 株 ）

（ 現 ・ 双 日（ 株 ））を 再 建 し 同 社 会 長 に 就 任 し た 高 畑 誠 一 な ど を 輩 出

し て い る 。 高 畑 は 、 内 子 町 出 身 で 旧 制 西 条 中 学 校 （ 現 ・ 愛 媛 県 立 西

条 高 等 学 校 ）を 卒 業 し て お り 、愛 媛 県 と も ゆ か り の あ る 人 物 で あ る 。  

神 戸 大 学 は 戦 後 も 数 多 く の 経 営 者 を 育 て て い る が 、 白 石 氏 と 同 じ

理 学 ・ 工 学 分 野 に お い て も 優 れ た 人 材 を 世 に 送 り 出 し て い る 。 た と

え ば 、 2 0 1 2 年 に 「 i P S 細 胞 の 研 究 」 で ノ ー ベ ル 生 理 学 ・ 医 学 賞 を

受 賞 し た 山 中 伸 弥 氏 は 、 神 戸 大 学 医 学 部 の 卒 業 生 で あ る 。  

 名 門 の 神 戸 大 学 へ 晴 れ て 入 学 し た 白 石 氏 の 大 学 生 活 は 、 1 9 7 2 年

LOOKS
ノート注釈
戦前日本に存在した総合商社。樟脳や砂糖貿易から商いを起こし、大番頭・金子直吉の采配のもとで一気に総合商社に成長。多くの子会社を持ち、双日、帝人、神戸製鋼、日本製粉、サッポロビールなど現在でも活躍する大企業はかつての鈴木商店の子会社。
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4 月 に ス タ ー ト し た 。神 戸 で は 月 々 の 家 賃 が 1 , 2 0 0 円 の 男 子 寮 に 入

寮 し 、 二 人 部 屋 の 狭 い 空 間 で あ っ た が 、 同 期 生 や 先 輩 た ち と 中 身 の

濃 い 学 生 生 活 を 送 っ た 。 つ ま り 、 学 生 運 動 が な お も 活 気 を 帯 び て い

た 時 期 で 、 重 装 備 で 顔 を 隠 し て 学 生 デ モ に 加 わ っ た り 、 学 生 運 動 家

た ち の バ イ ブ ル 的 存 在 で あ っ た マ ル ク ス ・ レ ー ニ ン 勉 強 会   に 参

加 し た り 、 絶 対 服 従 の 先 輩 た ち の 指 示 で ほ ぼ 半 強 制 的 に 一 連 の 学 生

運 動 に 参 加 し た 。  

 

    

愛 媛 県 に ゆ か り の あ る 経 営 者 ・ 高 畑 誠 一   国 の 登 録 有 形 文 化 財 に な っ て い る 神 戸 大 学  

  （ 出 典 ：「 鈴 木 商 店 記 念 館 」）    （ 出 典 ： 神 戸 大 学 広 報 課「 K o b e  U n i v e r s i t y  P h o t o s 」） 

 

先 輩 の 命 令 で 学 生 運 動 に 動 員 さ れ た も の の 、 白 石 氏 本 人 は 、 マ ル

ク ス 主 義 的 な 思 想 に そ ぐ わ ず 中 立 的 な 考 え を 持 っ て い た 。そ の た め 、

首 を 傾 げ な が ら の 活 動 で あ っ た が 、 寮 の 仲 間 や 先 輩 の ほ と ん ど が 反

体 制 派 で あ り 、「 大 学 な ん か に 行 く な ！ 」、「先 生 な ん か 信 用 す る な ！ 」

と 毎 日 洗 脳 さ れ る う ち に だ ん だ ん と 大 学 に 行 か な く な っ た 。 気 が 付

け ば 、 進 級 も 卒 業 も 厳 し い 状 況 に な っ て い た 。 そ し て 、 大 学 生 活 5

年 目 に 突 入 し た あ る 日 、父 親 が 白 石 氏 の 行 く 末 を 心 配 し 、「 今 治 に 戻

っ て き て タ オ ル 屋 を 手 伝 え 」 と 言 っ て き た 。 将 来 何 を し て い い か わ

か ら ず 不 安 で い っ ぱ い だ っ た 白 石 氏 は 、「父 親 の 意 見 に 従 っ て み よ う 」

LOOKS
ノート注釈
まず、マルクスとはドイツの経済学者・哲学者のカール・マルクスのことであり、マルクスの史的唯物史観や資本主義に対する考え方などは学生運動家たちの理論的支柱となった。そして、レーニンとはロシアの革命家・政治家のウラジミール・レーニンのことであり、社会主義国家であるソビエト連邦の初代指導者を務めた人物である。当時の学生運動家たちにとってマルクスやレーニンの思想や理論などを学ぶことは必須であり、ひとつのステイタスでもあった。
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と 帰 今 す る こ と に し た 。  

大 学 時 代 は 学 生 運 動 一 色 だ っ た が 、 そ れ で も 学 生 時 代 に し か で き

な い さ ま ざ ま な ア ル バ イ ト を 経 験 し た 。 た と え ば 、 日 給 で 稼 げ る ガ

ー ド マ ン の 仕 事 や 麻 雀 店 で 牌 を 磨 く 仕 事 、 家 庭 教 師 な ど で あ る 。 概

し て 、 時 代 の 波 に 翻 弄 さ れ た 大 学 生 活 だ っ た が 、 白 石 氏 に と っ て は

貴 重 な 青 春 時 代 で あ っ た 。（ 次 号 に つ づ く ）  

 

 

 

 

 


